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昌克 (課 長 )、 島 田 俊 宏 (副 主幹 )、

英 佑 (主 任 )、 野 間 元 貴 (主 任 )

浩 (課 長 )

雄 一 (課 長 )、 日 口 修 (主 幹 )、 宮 田 幸雄 (主 幹 )、
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1 議 題 2 会 議 結 果

(1)上 尾 市 の公 共 下水 道 事 業 と社

会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 の運 用

につ い て

別 紙 の とお り

議 事 の 経 過 別 紙 の とお り 傍 聴 者 数  1名

会 議 資 料

令和 5年 度第 2回 上尾市上下水道事業審議会次第

令和 5年 度第 2回 上尾市上下水道事業審議会席次表

上尾市上下水道事業審議会委員名簿

上尾市の公 共下水道事業 と社会資本整備総合交付金 の運用 について

社会資本総合整備計画

社会資本整備総合交付金等の交付 にあたつての要件等の運用 につい

て

東部浄水場着水井・ 混和池更新 工事 の進捗 について

議 事 の てん末・ 概 要 に相 違 な き こ とを証す るた め、 ここに署名 す る。

令和 `年  9 月 7
日

議長 (委 員長・ 会 長 )の 署名

議 長 に 代 わ る 者 の 署 名

(議 長 が欠 けた ときのみ )
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議 事 の 経 過

皆 さま、こんにちは。定刻 にな りま したので、ただ今 か ら令和 5年 度

第 2回 上尾市上下水道事業審議会 を始 め させ ていただきます。

申 し遅れ ま したが、本 日司会を務 め させていただきます水道施設課 の

宮 田で ございます。

どうぞ、 よろ しくお願 いいた します。

それ では開会 に当た りま して、作 山会長 よ り、ご挨拶 を賜 りたい と存
じます。

議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項■資 ―三‐ :‐
:大j ■  日́

作 山会長 ≪開会挨拶 》

(司  会 )

宮 田主幹

あ りが と うご ざい ま した。

それ で は、議 事 に移 らせ て い た だ きます。

は じめ に、資料 の確 認 をお願 い します。
・ 次第 (A4縦 1枚 )

・ 席 次表 (A4縦 1枚 )

。上 下水道 事 業 審議 会委 員 名 簿 (A4縦 1枚 )

・上尾 市 の公 共 下水道 事 業 と社 会 資本整備 総合 交付 金 の運用 につ い て

(A4横 ホチ キス留 め )

・別紙 1社会 資本 総 合 整備 計 画 (A4横 ホ チ キ ス留 め )

・別 紙 2社 会 資本整 備 総合 交付 金 等 の交付 に あた つて の要件 等 の運 用

につ い て (A4縦 ホ チ キス留 め )

。東 部浄 水場 着 水 井・ 混和 池 更新 工事 の進 捗 につ い て (A3横 1枚 )

資料は以上 7点 です。

不足は ございませ んで しょうか。

(司  会 )

宮 田 主 幹

では、本 日の出席者 について ご報告 させ ていただきます。
上尾市上下水道事業審議会条例第 6条 第 2項 の規定 によ り、「審議会

は、委員の過半数 が出席 しなけれ ば、会議 を開 くことができない」 とさ

れてお ります。

委員総数 14名 の うち、本 日の審議会 には 10名 の出席 をいただいて

お ります ので、会議 の開催 要件 を満 た してい るこ とを ご報告 いた しま

す。

(司

官 田主
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幹

(議  長 )

作 山会 長

それでは、議事 に入 りますが、作 山会長 に議長 として議事進行 をお願
い します。

作山会長、 よろ しくお願 い します。

それ で は 、議 事 を進 行 させ てい た だ きます。

皆 さまの ご協 力 をお願 い します。

(議  長 )

作 山会長

(議  長 )

作 山会長

初 めに 、会議録 署名 人 を指 名 させ てい た だ きます。浦 和委 員 さん 、飯

田委 員 さん のお 二人 にお願 い します。

事務 局 に確 認 します が 、傍 聴 希 望者 はい らっ しゃい ます か。

(経 営 総 務

課 )

野 田課 長

(議  長 )

作 山会長

傍 聴 希 望 者 1名 お りま す 。

本 日、傍聴希望者が 1名 お ります。今回は、非公開 とす る案件 はあ り

ませんので傍聴 を許 可 したい と思 いますが、委員 の皆 さまよろ しいで し
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(委  員 ) 異議 な し

(議  長 )

作 山 会 長

それ で は、

事 務 局 は、

傍 聴 を許 可 したい と思 い ます。

傍 聴 者 を案 内 して くだ さい。

(議  長 )

作 山会 長

それ で は 、

用 につ いて」

「上尾 市 の公 共 下水 道 事 業 と社 会 資本 整 備 総 合 交付 金 の運

につ い て、事務 局 か ら説 明 をお願 い します。

事 務 局

(下 水 道 施

設 課 )

松 本 副 主 幹

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主 幹

≪議 題 1

用 につ い て

上尾 市 の公 共 下 水 道 事 業 と社 会 資本 整 備 総 合 交 付 金 の運

説 明 》

(議  長 )

作 山会 長

事 務 局 か ら説 明 が 終 わ りま した 。 何 か ご質 問 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 ・

武藤 委 員

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

5年 に 1回 は 下水 道 使 用 料 の改 定 の必 要 性 につ い て検 証 す る必 要 が

あ る との こ とだ が、 必ず値 上 げ に直結 す る とい うこ となの か。

必ず値上げに直結す るとい うことではない。あ くまで も経費回収率向
上に向けた ロー ドマ ップの作成 である。

今 の ところは検証だけで、値上げに直結す るとは考 えていない。

武藤委員 経 費 回収 率 の 向上 を怠 る と補 助 金 を貰 えない とい う意 味 か。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

経 費 回収 率 が 向上 しな い と補 助 金 が貰 えない とい うわ けで は な く、ロ

ー ドマ ップ を作成 しない とい けな い とい う趣 旨 と理解 して い る。

他 の 自治 体 と足並 み を揃 えて適 した物 を作成 してい きたい。

戸 口委 員 マ ンホール トイ レは どの程 度整 備 され てい るか。

また、財源 内 の他 会計 負担 金 とは具体 的 に どの会 計 に あた るのか。

(下 水 道 施

設 課 )

松 本 副 主 幹

マ ンホール トイ レは現在 23カ 所整備 済 み。今 後 、年 間 2箇 所程 度 ず
つ整備 してい く予定。

今 年 度 は東 中学校 、大石 中学校 を整備 予 定。

他 会計負 担 金 とは 具体 的 に一般 会 計負 担 金 で あ る。

内 田 栄 作 委

貝

PPP/PFIの 導入 に 関す る民 間提 案 窓 口を 6月 に設 置 した との

が、現在 問 い合 わせ は あ るのか。また 、問 い合 わせ が あった場合

の可否 は ど う判 断す るの か。

だ

用

と

採

こ

の

〈下 水 道 施

設課 )

松 本 副 主幹

現在 まだ 問 い合 わせ は来 てい ない。

今 後 につ い て は、問 い合 わせ 内容 に応 じて 、国 の ガイ ドライ ンを参 考

に検 討 して い く。

(議  長 )

作 山会 長

建設改良費内の国庫補助金対象外経費 とは具体的になにか。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

公 共 下水道 事 業会 計 の職 員 給 与 費 な どが主 な物 にな る。

(議  長 )

作 山会 長
公 共 下水道 事 業会 計 の経 営効 率 も検 討 して い く必 要 が あ る。

ょうか。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹



戸 口委 員 水道 事 業 は一般 会 計負 担金 を貰 えず 、公 共 下水道 事 業 は一般 会 計負担

金 を貰 え るの は ど うい う違 いか らな の か。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

公 共 下水 道 事 業 は平 成 31年 に特 別 会 計 か ら公 営 企 業 会 計 に移 行 し

た。

しか し、水道 事 業 と違 い、まだ 下水 道施 設 が整備 され て い ない状 況 の

中で移 行 した ので 、下水道 施 設 に 関す る部 分 につ いて は一般 会 計 か ら負

担 金 を貰 つてい る。

水道 事 業 につ い て は整備 が済 ん で い るた め、維 持 管理 は独 立採 算 制 が

原則 とな る。

浦 和 委 員 下水 道使 用 料 は水道 料金 と リン クす る とい う考 え方 で い いか。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

使った水道をそのまま下水に流す とい う意味では リンクしている。

浦 和 委 員 水道 料 金 が値 上 げ にな った場合 、下水道 使 用 料 も同時 に上 が るのか。

(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

リンクす るのはあ くまで使用量だけで、料金 は リンク しない。
水道 は配水 に係 る経費の回収率、下水道 は排水処理 に係 る経費の回収

率 による ところなので、必ず しも両方が同 じタイ ミングで見直すわけで
はない。

(議  長 )

作 山会長

下水道は、水道 の よ うに切羽詰 まってす ぐに値上げを してい くとい う
わけではな く、 これか ら審議会で検証 を してい くとい う段階である。

長 沢 副 会 長 下水 道 処 理 人 口普 及 率 の 目標 (令 和 6年 度 末 89%)が あ るが現 状 の

数値 は ど うなの か。

また、分 子 の 下水 道 を利 用 で き る人 とい うの は具体 的 に どの 区域 を指
す のか。

令和 4年 度末 は 85.1%。 目標 には達 していないが概ね順調。
下水道 を利用できる人 とは接続 可能 区域 に該 当す る人が対象。

分 母 の 総 人 口 は 固 定 値 な の か 。

(下 水 道 施

設 課 )

松 本副 主幹

(議  長 )

作 山会長

(下 水 道 施

設 課 )

松 本 副 主 幹

固定値 で は な く毎年 変動 してい る。

今 後 、人 口は減 少 傾 向 に あ る。

(議  長 )

作 山会長
総人 口が減少すれ ば下水道処理人 口普及率は上がるのか。

(下 水 道 施

設 課 )

松 本 副 主 幹

整備 が進 み接 続 可 能 区域 が増加 して、総 人 口が減 少 す れ ば普 及 率 の伸

び は良 くな るか も しれ ない が 、実際 には ど うな るかわ か らない部 分 もあ

る。

長 沢副 会長 普及 率が現在約 85%と い うこ とは約 15%が 市街 化調整 区域在住
とい うことか。

(下 水 道 施

設 課 )

松 本 副 主 幹

(議  長 )

作 山 会 長

現状 はそ うで あ る。市街 化調整 区域 は整 備 され ない 区域 にな るの で普

及 率 が 100%に な る こ とは な く、約 90%が 整備 の 目標 で あ る。

他 に ご意 見 は ない よ うです ので 、本 議題 につ きま して は よろ しいで し

ょ うか。

以 上 で 、「上尾 市 の公 共 下水道 事 業 と社 会 資本 整備 総 合 交付 金 の運 用

につ い て」 を終 了 します。



(司  会 )

宮 田主幹

(司  会 )

宮 田主幹

(司  会 )

宮 田主幹

以上で、本 日の議題 は全て終了いた しま した。議事進行 に ご協力いた

だきま して、あ りが とうございま した。 これ をもちま して、議長の任 を

解 かせていただきます。

作 山会 長 、 あ りが と うご ざい ま した。

議 事 は以 上 で ござい ます。

傍 聴 人 の方 につ きま して は 、こ こで退 席 とな ります。お疲 れ 様 で した。

それ で は 、次第 (4)報 告 。そ の他 で ご ざい ます が 、事務 局 か ら 「東

部浄 水場 着 水 井・ 混 和池 更新 工事 の進 捗 につ い て」 ご報告 致 します。

≪東部 浄 水場 着 水 井・ 混和 池 更新 工事 の進捗 につ い て 報 告 ≫

報告 事項 は以 上 で ござい ます。

質 問 は ござい ます で しょ うか。

それ ではご質 問が無い よ うですので、次第 (4)報 告・その他 を終了

させ ていただきます。
これ で本 日の議事、及び報告事項 は、すべて終了いた しま した。

で は、 閉会 の挨 拶 を、長 沢副 会長 か ら賜 りたい と存 じます。

会

幹主

司

田

＜

宮

(司  会 )

宮 田主幹

(司  会 )

宮 田主幹

事務 局

(水 道 施 設

課 )

田 口主幹

長 沢 副 会 長 ≪閉会挨 拶 》

(司  会 )

宮 田主幹

あ りが とうございま した。

以上で、令和 5年 度第 2回 上尾市上下水道事業審議会 を終了 させ てい

ただきます。

本 日は、お疲れ さまで ございま した。

以上の とお り、本審議会の議事の次第を記録 し、本議事録は正確

なることを証す るため、署名す る。

令和 ′年 /ο
月 ょ日

議 事録 署名 人
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